
2007

9
September

今月号の主な内容
■ 広報たかぎ

　・長野県消防大会、喬木村で開催  …２面

　・災害時支援制度  ……………………３面

　・年金時効特例法  ……………………４面

　・参院選挙結果  ………………………４面

　・後期高齢者医療制度  ………………５面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………７面

■ 椋記念館・図書館だより  ……８面

■ 学校だより　第二小学校  ……９面

■ 交流センター便り  ……………１０面

■ ひなたぼっこ  …………………１１面

■ オフトークたかぎ  ………………１２面

7月16日 健康ウォーキング in 菊目石7月16日　健康ウォーキング in 菊目石
爽やかな夏空の下、村内外から90名の参加者が大島地区を訪れ、往復４km爽やかな夏空の下、村内外から90名の参加者が大島地区を訪れ、往復４km

のウォーキングを楽しみました。のウォーキングを楽しみました。
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飯
伊
消
防

技
術
大
会

小
型
ポ
ン
プ　

南
班
２
位

　
　
　
　
　
　

町
郭
班
５
位

ラ
ッ
パ（
Ｂ
）　

ラ
ッ
パ
班
２
位

　

雨
天
に
よ
り
一
週
間
延
期
さ
れ

た
平
成
一
九
年
度
飯
伊
消
防
技
術

大
会
が
七
月
二
二
日
、
飯
田
市
桐

林
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、
村
か
ら

出
場
し
た
三
チ
ー
ム
は
い
ず
れ
も

上
位
に
入
賞
す
る
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

小型ポンプ2位　南班

小型ポンプ5位　町・郭班 ラッパＢグループ2位　喬木村
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第　

回 
４９

長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会　

喬
木
村
運
動
公
園
で
開
催

　

八
月
五
日
、
晴
れ
渡
っ
た
夏
空

の
元
、
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ

パ
吹
奏
大
会
が
運
動
公
園
及
び
第

一
小
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
県
内
か
ら
三
千
人
近
い
関
係

者
が
集
ま
り
消
防
技
術
を
競
い
ま

し
た
。

　

主
な
結
果

▼
ポ
ン
プ
車
操
法

　

優　

勝　
　

富
士
見
町　

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法

　

優　

勝　
　

飯

田

市　

▼
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

　

優　

勝　
　

辰

野

町　

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

消
防
県
大
会
を
終
え
て

　

喬
木
村
消
防
団
長　

原　

寛
司

　

県
大
会
に
つ
い
て
は
、
五
月
よ

り
計
画
案
を
準
備
し
、
北
部
地
区

班
、
飯
伊
及
び
県
消
防
協
会
と
協

議
・
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
村
消
防
団
で
も
独
自

に
グ
ラ
ン
ド
整
備
を
行
い
、
選
手

た
ち
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
の
に
ふ

さ
わ
し
い
会
場
作
り
を
心
が
け
ま

し
た
。
当
日
は
、
県
大
会
と
言
う

こ
と
で
こ
ち
ら
の
想
定
以
上
に
一

般
の
方
の
来
場
が
あ
り
、
一
時
駐

車
場
が
不
足
す
る
と
い
う
事
態
が

あ
り
ま
し
た
が
、
団
員
の
協
力
に

よ
り
素
早
い
対
応
を
取
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
喬
木
村
、
飯
田
下

伊
那
の
消
防
団
員
の
一
致
団
結
に

よ
り
、
素
晴
ら
し
い
大
会
運
営
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昼
食

の
手
配
、
準
備
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
商
工
会
、
業
者
の
皆
様
、

交
通
規
制
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

村
民
の
皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

三千人近い消防関係者を集め運動公園で行なわれた
県消防ポンプ操法大会

情報誌 ２００7.93

　

移
動
が
困
難
な
方
、
移
動
に
時

間
の
か
か
る
方
、
理
解
や
判
断
が

困
難
な
方
、
情
報
の
収
受
が
困
難

な
方
、
精
神
的
に
不
安
に
な
り
や

す
い
方
、
医
療
的
行
為
を
必
要
と

す
る
方
で
す
。

　

新
潟
・
福
井
の
豪
雨
災
害
、
ま

た
十
一
年
前
に
発
生
し
た
阪
神
淡

路
大
震
災
で
の
犠
牲
者
の
大
半
が
、

い
わ
ゆ
る
災
害
弱
者
で
あ
る
高
齢

者
の
方
々
で
し
た
。
仮
設
住
宅
生

活
で
も
孤
独
死
（
病
死
含
む
）・

自
殺
な
ど
も
あ
り
、
災
害
弱
者
の

方
々
の
見
守
り
が
重
要
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
情
報
が
重
要
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
普

段
か
ら
の
お
付
き
合
い
や
、
見
守

り
活
動
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
り
、

あ
ま
り
深
く
は
立
ち
入
れ
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

行
政
や
民
生
･
児
童
委
員
な
ど

の
特
定
の
人
だ
け
が
知
っ
て
い
る

だ
け
で
は
災
害
時
に
対
処
で
き
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
ご
本
人
が
同
意
の
し

た
う
え
で
、
個
人
情
報
を
地
域
の

方
々
に
開
示
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
の
が
、
こ
の
制
度
で
す
。

　

村
で
は
、
情
報
の
開
示
が
あ
っ

た
方
に
つ
い
て
台
帳
を
作
成
し
ま

す
。
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
情
報
を
、

地
域
の
支
援
者
（
地
域
支
援
者
と

い
い
ま
す
）
に
、
ま
た
、
要
介
護

者
及
び
支
援
者
の
名
簿
（
住
所
・

氏
名
の
み
）
を
自
治
会
に
提
供
し

ま
す
。

　

要
援
護
者
は
支
援
を
希
望
す
る

場
合
、
同
意
を
得
て
地
域
支
援
者

を
選
定
し
台
帳
に
登
録
し
ま
す
。

　

支
援
を
依
頼
さ
れ
た
地
域
支
援

者
は
、
普
段
の
見
守
り
活
動
と
、

災
害
時
の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

　

地
域
支
援
者
の
方
に
は
、
責
任

を
課
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
善
意
に
よ
る
、
可
能
な
範
囲

の
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

登録できる要援護者の方は

217人身体障害者で3級以上の方�

11人知的障害者で療育A判定の方�

198人ひとり暮らし高齢者�

92人寝たきり高齢者�

53人認知症高齢者�

－　上記に準ずるその他の方�

571人計

　隣近所の付き合いや、助け合いの重要性を再

認識できます。

　新たな試みですので、村民の皆様のご理解と

ご協力をいただけますようお願い申し上げま

す。

お問い合わせ 喬木村役場　総務課又は住民課
 総務課　電話　３３－５１２０（直通）
 住民課　電話　３３－５１２３（直通）
 もしくは、お近くの民生･児童委員

��
��
��
��
��
��

一
、
災
害
時
要
援
護
者
と
は

一
、
災
害
時
要
援
護
者
と
は

��
��
��
��
��
��

二
、
近
年
の
災
害
の
教
訓
か
ら

二
、
近
年
の
災
害
の
教
訓
か
ら

��
��
��
��
��
��

三
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動

三
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動

��
��
��
��
��
��

四
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報

四
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報の

開
示

の
開
示

��
��
��
��
��
��

五
、
情
報
の
提
供

五
、
情
報
の
提
供

��
��
��
��
��
��

六
、
地
域
支
援
者
の
役
割

六
、
地
域
支
援
者
の
役
割

調査対象者（重複者あり）（平成１９年４月末現在）↑
＊上記以外の方でも、支援を必要とする場合はお気軽に
　お問合わせください。
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年
金
時
効
特
例
法
が

成
立
し
ま
し
た

　

先
の
国
会
で
「
年
金
時
効
特
例

法
」
が
成
立
し
、
五
年
の
時
効
が

撤
廃
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
年
金
記

録
の
訂
正
に
よ
る
年
金
の
増
額
分

一
、
既
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て

い
る
方

�　

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金

額
が
増
え
た
方

�　

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金

の
受
給
資
格
が
確
認
さ
れ
、
新

た
に
年
金
を
お
支
払
い
す
る
こ

と
と
な
っ
た
方

�　

�
や
�
に
該
当
す
る
方
が
、
な

く
な
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
遺
族
の
方

　

※
時
効
消
滅
分
が
全
期
間
遡
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

二
、
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ

る
方

　

今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た

結
果
、
上
記
�
〜
�
と
同
じ
よ
う
に

年
金
額
が
増
え
る
方

一
、
す
で
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て

い
る
受
給
者
の
方

・
十
九
年
九
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
時
効

の
た
め
に
五
年
よ
り
前
の
年
金
を
受

け
取
れ
な
か
っ
た
方
に
、
社
会
保
険

庁
が
基
礎
年
金
番
号
な
ど
を
あ
ら
か

じ
め
記
載
し
、
ご
本
人
に
は
ご
署
名

を
頂
く
だ
け
で
済
む
支
払
い
手
続
き

用
紙
が
順
治
発
送
さ
れ
ま
す
。

・
今
す
ぐ
に
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務

所
に
て
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
可
能
で
す
。

二
、
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る

方

・
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金

記
録
の
訂
正
に
併
せ
て
自
動
的
に
計

算
を
行
い
、
五
年
以
上
経
過
し
た
分

の
年
金
額
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

飯
田
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

３
６
４
１　

ま
た
は

２２

年
金
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０－

　

－

１
１
６
５
ま
で

０５

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の皆様へ
　

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
、

戦
後
、
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
者
、
終
戦

に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

の「
ご
本
人
」に
、
あ
ら
た
め
て
慰
藉
の
念
を
表
す
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の『
特
別
慰
労
品
』を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
受
け
た
方
、
書

状
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
請
求
さ
れ

て
い
な
い
方
も
対
象
で
す
。

　

請
求
書
は
役
場
住
民
課
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

請
求
期
間
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

照
会
先　

独
立
行
政
法
人　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

電　

話　

０
１
２
０－

２
３
４－

９
３
３

　

（
月
〜
金
・
午
前
九
時
十
五
分
〜

午
後
五
時
十
五
分
・
土
日
休
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

h
ttp
//w
w
w
.h
e
iw
a
.g
o
.jp

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

平成１９年７月２９日執行平成１９年７月２９日執行

参議院議員通常選挙の参議院議員通常選挙の
投・開票結果投・開票結果

○投票者数
　男 2,125人
　女 2,292人
　計 4,417人

○期日前投票者数
　 926人
　（Ｈ１６ 699人）

＊上記数字は県選出議員選挙

長野県選出議員選挙開票結果

得票数

1,779吉 田 ひ ろ み

1,545羽 田 雄 一 郎

648中 野 さ な え

371中 川 博 司

74無効投票

4,417得票総数

比例代表選出議員選挙開票結果

得票数＊

8維新政党・新風

330社 会 民 主 党

436公 明 党

18９ 条 ネ ッ ト

23共 生 新 党

518日 本 共 産 党

56国 民 新 党

990自 由 民 主 党

1,500民 主 党

290新 党 日 本

49女 性 党

197無効投票

4,415得票総数
＊政党名と個人名の合計得票数

は
、
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
分
を

含
め
て
、
ご
本
人
又
は
遺
族
の
方

に
全
額
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方

必
要
な
手
続
き
は

○投票率　77.50%
　（Ｈ１６　83.77%）

情報誌 ２００7.95

①平成２０年４月から「後期高齢者医療制度」が創設されます。
　○７５歳（一定の障害のある方は６５歳）以上の高齢者の新しい医療制度が始まります。

～後期高齢者医療制度に関するＱ＆ＡＱ＆Ａ～
問１　この新しい医療制度は、どのようなものですか？

　国のすすめる『医療制度改革』のひとつで、老人医療費を中心に、国民全体の医療費が増え続けている

なか、世代間の負担が問題になっていると言われています。

　このため、新しい高齢者の医療制度を創り、世代間の負担を明確にし、公平で分かりやすくしていくた

めの新たな制度です。

　平成２０年４月から、７５歳以上の方については、現在の「老人保健制度」の対象から「後期高齢者医療制

度」という新しい医療制度に変更になります。

問２　新たに保険料の負担があると聞きましたが？

　７５歳以上の方全員に、新たに保険料のご負担をお願いすることになります。保険料の率は長野県内８１の

すべての市町村が加入する「長野県後期高齢者医療広域連合」が決定し運営の主体となります。

　保険料の徴収や窓口事務は市町村で行い、新たに設立された広域連合と県内のすべての市町村が協力し

て、事務を行っていきます。

　全国的な制度の改正ですので、４７都道府県にもそれぞれの広域連合が設立されました。

平成２０年３月３１日まで

３歳以上０～２歳

３割２割
�

②平成２０年４月から自己負担割合が変わります。
　○義務教育就学前までの子どもの自己負担割合が２割になります。

平成２０年４月１日から

小学生以上０～小学校入学前

３割２割

　乳幼児の医療費を２割負担に軽減する対象年齢が、３歳未満から小学校入学前（６歳に達す
る日以降の最初の３月３１まで）に拡大されます。

平成２０年３月３１日まで

７０歳以上７５歳未満（現役並み所得者以外）

１割
�

　○７０歳以上７５歳未満の人の自己負担割合が２割になります。

平成２０年４月１日から

７０歳以上７５歳未満（現役並み所得者以外）

２割

　７０歳以上７５歳未満の人がお医者さんにかかったときの自己負担割合は、原則１割、現役並み
所得者３割となっていましたが、現役並み所得者以外の人については２割に引き上げられま
す。現役並み所得者は３割で変わりません。



情報誌 ２００7.9 6

　

松
く
い
虫
被
害
の
予
防
と
防
除

を
目
的
と
し
た
、
伐
倒
駆
除
が
今

月
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

松
く
い
虫
は
法
定
病
害
虫
の
た

め
、
地
権
者
や
隣
接
者
等
の
承
諾

な
し
に
土
地
に
立
ち
入
り
処
理
を

し
て
お
り
ま
す
。
被
害
の
撲
滅
と

松
の
緑
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

�　

－

５
１
２
８

３３

　

役
場　

建
設
課

　

住
宅
林
務
環
境
担
当

9
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

九
月
八
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
十
分
〜
午
後
九
時

○
場　

所

　

喬
木
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左
記

に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

市　

瀬

　

電
話：
　

－

５
１
２
３

３３

松
く
い
虫
伐
倒

く
ん
蒸
処
理
に
つ
い
て

水
道
・
下
水
道
工
事

指
定
店
の
追
加

　

水
道
と
下
水
道
工
事
の
指
定
店

に
次
の
業
者
が
追
加
指
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

有
限
会
社　

高
森
設
備

　

高
森
町
下
市
田

　
　
　

２
４
２
２－

１
３
０

　

�　

－

６
１
１
０

３５

　

役
場
総
務
課
で
は
、
今
後
の
皆

さ
ん
の
消
費
生
活
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
た
め
、
研
修
旅
行
を
計
画

し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
研
究
機
関
と
、
日

常
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
科

学
技
術
の
し
く
み
を
体
験
学
習
で

き
る
施
設
を
視
察
す
る
予
定
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

○
日　

時　

九
月
十
一
日（
火
）

　

七
時
三
十
分
出
発
、
十
八
時
三

十
分
着
予
定

○
集
合
場
所　

喬
木
村
役
場
前

○
行　

程　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開

発
機
構
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー（
岐

阜
県
瑞
浪
市
）�
瑞
浪
市
内
昼
食

（
鬼
岩
公
園
付
近
）�
岐
阜
県
先
端

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー（
学
習
見

学
）�
土
岐
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

○
参
加
費

　

二
、〇
〇
〇
円（
昼
食
代
込
み
）

○
申
込
締
切

　

八
月
三
十
一
日（
金
）

○
募
集
人
員

　

二
十
二
名

　

（
募
集
人
員
に
達
し
次
第
締
め
切

ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
申
込
先　

役
場
総
務
課

　

�　

－

２
０
０
１

３３
消
費
者
研
修
旅
行

参
加
者
募
集

　

飲
用
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

み
な
さ
ん
は
、汚
染
の
有
無
や
飲
ま

れ
て
い
る
井
戸
の
水
質
を
知
る
上

で
も
水
質
検
査
を
受
け
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。村
で
は
次
の
内

容
で
検
査
の
斡
旋
を
行
い
ま
す
。

○
採
水
容
器
の
配
布

　

八
月
二
十
七
日（
月
）〜
二
十
九
日（
水
）

　

八
時
三
十
分
〜
十
七
時
三
十
分

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

役
場
二
階
建
設
課
に
て
容
器
を
お

渡
し
し
ま
す
。

○
採
水
と
提
出
方
法

　

九
月
四
日（
火
）八
時
三
十
分
〜
正
午

　

役
場
に
ご
持
参
下
さ
い
。

　

な
お
、
採
水
に
つ
い
て
は
提
出

日
の
持
参
前
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
検
査
項
目　

十
項
目（
ｐ
Ｈ
、臭

気
、味
、色
度
、濁
度
、硝
酸
態
窒
素
及

び
亜
硝
酸
態
窒
素
、塩
化
物
イ
オ
ン
、

一
般
細
菌
、大
腸
菌
、有
機
物
等
）

　

飲
用
井
戸
に
適
す
る
か
ど
う
か

を
計
る
項
目
で
す
。

○
検
査
機
関

　

（
財
）中
部
公
衆
医
学
研
究
所

○
検
査
代
金
と
結
果
報
告

　

検
査
料
金
は
個
人
支
払
で
七
、〇

〇
〇
円（
消
費
税
込
）で
す
。

　

後
日
検
査
結
果
と
請
求
書
が
検

査
機
関
よ
り
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ
先　

建
設
課
上
下

水
道
担
当
（
�　

－

５
１
２
２
）

３３

個
人
使
用
井
戸
水
水
質

検
査
の
斡
旋
に
つ
い
て

８月の村税等

口座振替日納期限

８月２７日

◎口座振替の
方は預金の
残高確認を
お願いしま
す。

８月３１日

村県民税（第２期）

国保税（第５期）

介 護 保 険 料

保 育 料

上 下 水 道 料

分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

　

燃
や
す
ご
み
は
、
飯
田
市
に
あ
る

桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
処

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

喬
木
村
か
ら
搬
入
し
た
燃
や
す
ご

み
の
内
容
物
の
検
査
が
あ
り
、
中
に

は
不
燃
ご
み
の
靴
や
、
金
物
ご
み
の

空
き
缶
や
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
燃
や
す

ご
み
に
出
せ
な
い
も
の
が
入
っ
て
お

り
、
重
さ
に
し
て
約
二
十
二
％
（
昨

年
十
二
％
）
が
分
別
出
来
て
い
な
い

も
の
で
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
よ
り
全
く
と
言
っ
て
良

い
ほ
ど
、
分
別
が
で
き
て
お
ら
ず
郡

下
で
は
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
の
指
摘
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
度
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ

ン
ダ
ー
を
参
考
に
分
別
の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
下
さ
い

　

鞍
馬
地
籍
に
あ
る
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
で
は
、
汚
れ
た
び
ん
や
陶

磁
器
な
ど
の
埋
立
て
を
平
成
九
年
よ

り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
埋
立
能
力
の
約
三
十
％
に

あ
た
る
二
、
一
七
八
�
が
埋
め
立
て

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

処
分
場
延
命
化
の
た
め
に
は
住
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

面
倒
く
さ
が
ら
ず
に
分
別
を
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
担
当　

�　

－

５
１
２
６

３３

下
伊
那
郡
下
最
悪

下
伊
那
郡
下
最
悪

乱
れ
る

乱
れ
る

ご
み
の
分
別

の
分
別


